
 

 

 

 
 

 

 

 梅花の候、保護者の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。また平素より本校教育活動にご理解ご

尽力賜り感謝申し上げます。３学期（０学期）が始まり、早１か月が過ぎ２月が目の前になっております。そ

の２月も祝祭日を除き、１８日間の登校。あっという間に学年最後の月を迎えることになります。先日、１．

１７メモリアルデーやまちづくり協議会安全部ならびに保護者の皆様のご支援のもと４年生対象に実施した

防災教室と、災害時にむけた取り組みをしてまいりました。南海トラフ巨大地震の発生率が高まる中、「正し

く恐れる」ことを意識するよう子どもたちに投げかけております。ご家庭においてもそれぞれ話題にしていた

だき、万が一のための「準備」をお子様と一緒に考えていただいたことと思います。「準備」という観点から

３学期は、まとめの時期であり次の学年へむけての０学期であることは先月の学校通信でもお伝えしたところ

です。人材教育サービスのコラムに準備するための意識として「バタフライエフェクト」を取り上げたものが

あったのでご紹介します。 

 バタフライエフェクトとは「ブラジルで飛ぶ蝶の小さな羽ばたきが、巡り巡って影響しアメリカ合衆国でタ

イフーンが起きる」という例えです。気象学者エドワード・ローレンツ氏の講演タイトル「予測可能性：ブラ

ジルの１匹の蝶のはばたきはテキサスで竜巻を引き起こすか」に由来するとも言われているそうです。私たち

の周りで偶然に起こることが、いつか自分たちの生活に影響を及ぼすことがあるかもしれない、そのために準

備が必要であるという意識を持つことの大切さを示しています。また出口治明氏（ライフネット生命保険株式

会社創業者）は以下のようなことを述べておられます。 

  

 

                               

自分がその流れに乗ろうとする時、それに見合うだけの素地があるのかないのかで、成果が違ってくるという

ことです。第２８代アメリカ合衆国大統領トーマス・ウィルソンは「運命の中に偶然はない。人間はある運命

に出会う以前に自分がそれを作っている。」偶然、そうなったのではなく、そこには自分が意識して行動して

きたことや努力してきたことがあるからこそ、運命として感じるのです。この２月には次の学年での自分の姿

を想像し、風が吹く前の「自分の凧」を作っていけるよう、全職員で指導支援してまいりたいと思います。 

                                      学校長 横野 悟 
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風が吹く前に凧を作っておきなさい。準備した者しか凧は飛ばせない。風が吹いたことは幸運に見えるが、

それまでに凧を仕上げていなければ決して風に乗ることはできないのだ。 



 

 
 

 

 

 


